
NEWSLETTER
GLOBAL MAPPING

地球地図ニューズレター（日本語訳） 地球地図国際運営委員会2005 年 12 月 25 日　No.40

40
第 6回地球環境変化の人間的側面に関するオープンミーティング（ボン）

カレン ・ クライン博士

ISCGM 事務局次長

第 6 回地球環境変化の人間的側面に関す

るオープンミーティングが、 地球環境変化の

人間的側面に関する国際研究計画 (IHDP)、

国際応用システム分析研究所 (IIASA)、 国際

地球科学情報ネットワークセンター (CIESIN)、

国際連合大学 (UNU)、 ボン大学および地球

環境戦略研究機関 (IGES) の主催により、 10

月にドイツ ・ ボンにおいて開催されました。

本会合には、 地球変動や持続可能性への

取り組みに向け土地被覆データ整備、 社会

的過程およびモデリングなど、 さまざまな課

題を検討するために社会学者や物理学者が

集まりました。

　CIESIN のデボラ ・ バルクが主催するデータ

需要に関するセッションの一部で地球地図の

発表が行われました。 本セッションは 「全球

のデータ無しに地球変動の研究は可能か？」

という問いに焦点をあてました。 生物物理学

的な地球変動に関して利用できるデータは数

多くありますが、 人間的側面についてのデ

ータは往々にして入手できなく、 入手できた

としても不十分です。 地球地図は、 国家地

図作成機関によって検証された最新の水系、

交通網および土地被覆情報を提供するもの

であり、 それをもとに詳しい地球変動の研究

が可能となります。

　本セッションでのその他の発表には 1700 年

～ 2000 年の人口推移データを含め歴史地

図の概要、 夜間光データを用いた経済活

動地図作成、 地球観測衛星委員会 (CEOS)

データ利用支援および実施活動 ・ 情報シ

ステムおよびサービス ・ ワーキンググループ

(WGISS) の概要、 および 1950 年～ 2000 年

の時系列土地被覆情報を必要とするラテンア

メリカの研究者が直面する問題の概要および

変化の分析における土地被覆の代用としての

人口データの利用の可能性の検討などがあり

ました。

会合

ポスター展示
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セネガル地球地図セミナー開催

岩瀬三夫

国土交通大学校先端技術科長

平成 17 年 11 月 21 日、 22 日の２日間、

西アフリカのセネガル ・ ダカールにあるセネ

ガル測量局において、 「第一回セネガル地

球地図セミナー」 が開催されました。

このセミナーは、 国土交通省が地球地図

パートナーシップ ・ プログラムの一環として、

西アフリカ地域の地球地図整備を促進するた

め、 国家地図作成機関職員を対象として開

催しているもので、 これまではケニアで開催

していました。

今回のセミナーの主催者には国土交通

省、 地球地図国際運営委員会 (ISCGM)、

セネガル測量局 (DTGC) が名を連ね、 又国

際協力機構 (JICA) が後援者として参画しまし

た。

セミナーは次の事項を目的としました。

① 地球地図プロジェクトの意義の啓発及び

プロジェクトへの参加促進

② 地球地図データ作成技術の移転及びデ

ータ整備の促進

③ 西アフリカ地域の国家地図作成機関間の

情報交換

参加者は、 モロッコ：1 名、 モーリタニア：

1 名、 ガンビア：2 名、 マリ：2 名、 セネガル：

2名の計5カ国、8名でした。（別項リスト参照）

開会式には、 セネガルインフラ設備国土

海洋運輸大臣、 在セネガル日本国大使も臨

席され、 祝辞を述べられました。

セミナーの成果としては、 次のような事が

挙げられます。

① セネガルと日本間の地図分野での協力関

係が一層強化された。

② 参加国の地球地図プロジェクトへの協力

に対する認識が深まった。

③ 新たに、 プロジェクトへの参加表明があ

った。 （モーリタニア）

以上のようなことから、 今後の西アフリカ地

域における地球地図プロジェクトの一層の推

進が図れるものと思われます。

2 日間にわたるセミナーも、 関係者、 参

加者の協力により、 成功裏のうちに終了しま

した。

GMPP 参加者

講義
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第１日 11 月 21 日
10:00-12:15   開会挨拶および基調講演
                    地球地図国際運営委員会　
                       岩瀬三夫
　　　　　　　　　 国土交通省 ( 地球地図パートナーシッ
　　　　　　　　　　ププログラム )
　　　　　　　　　　　坂部真一
                     在セネガル日本国大使　
                        中島明 
　　　　　　　　　 セネガルインフラ設備国土海洋運輸
　　　　　　　　　 大臣
                       HE Mr. Mamadou SECK
                    基調講演  
                    セネガル測量局長　
                       Mr. Youssou Ndong

14:00-15:00    技術セッション I
　　　　　　　　　“地球地図プロジェクトの概要” 
                     地球地図国際運営委員会　
                       岩瀬三夫

 15:30-17:00    カントリーレポート
　　　　　　　　　 参加研修員から各国のデータ基盤状               
　　　　　　　　　 況について説明

 17:00             閉会

 

第２日 11 月 22 日
 
09:00-12:30　　技術セッション II
  　　　　　　　　 “地球地図データの整備と活用”　
　　　　　　　　　国土交通省　
                       坂部真一
                    “地理データ管理における地域協力へ
                     の地球地図の貢献”
                     ナイジェリア航空測量 ・ 地球科学訓練
                     センター (RECTAS)
　　　　　　　　　　　Dr. Massaer Mbaye
 　　　
14:00-16:30　　技術セッション III
 　　　　　　　　 “地理データの調和と標準化における　
　　　　　　　　　比較研究と地球地図の貢献”
　　　　　　　　　  生態監視センター (CSE)
　　　　　　　　　　　Dr. Ibrahima Almamy WADE

 　　　　　　　　  “セネガルにおける地球地図データの
                     状況 ： NSDI 構築戦略における目標と
                     展望” 
　　　　　　　　　 セネガル測量局　
　　　　　　　　　　　Dr. Mamadou Thiam
 
16:30-16:45　　修了式
 　　　　　　　　　 修了証授与
　　　　　　　　　  セネガル測量局長
　　　　　　　　　     Mr. Youssou Ndong
 
16:45　　　　　　  閉会
 　

セ ネ ガ ル 地 球 地 図 セ ミ ナ ー  関 係 者
２００５年１１月２１日～２２日

講師

坂部  真一 :
        地球地図パートナーシップ ・ プログラム
          (GMPP) 責任者

岩瀬　三夫 : 

        地球地図国際運営委員会、
        国土交通省国土交通大学校

Mr. Youssou NDONG: 

        セネガル測量局 (DTGC) 局長

Dr. Massaer Mbaye: 

        ナイジェリア航空測量 ・
        地球科学訓練センター (RECTAS) 副局長

Dr. Ibrahima Almamy WADE: 

        生態監視センター (CSE)

Dr. Mamadou THIAM: 

        セネガル測量局 (DTGC) 

        地図ユニット 

地球地図セミナー参加者
Mr. Mohamed Ould Brahim ( モーリタニア ):        
        設備交通省地形地図局長

Ms. Bouchra Asri Ayoub ( モロッコ ): 

        国立土地保存地籍地図局地図研究
        サービス課長

Mr. Baba Cham ( ガンビア ): 

        土地測量局測量士

Mr. Modou Lamin A. S Jammeh ( ガンビア ): 

        土地測量局地図図書館

Mr. Issiaka Dembele ( マリ ): 

        マリ国立地理院地図作成技師

Mr. Chaka Fore ( マリ ): 

        マリ国立地理院測地技師

Mr. Abdou Galaye Diouf ( セネガル ): 

        測量局写真測量技師

Mr. Baba Keita ( セネガル ):

        測量局写真測量技師

地球地図セミナー日程 （組織名、 演題は仮訳）
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地球地図へのオーストラリアの貢献

フィル ・ ティックル 

ジオサイエンス ・ オーストラリア国家地図作成部長

オーストラリアは地球地図プロジェクトが

1992 年に開始して以来の重要な貢献者です。

ジオサイエンス・ オーストラリアの今日まで

の取り組みには、地球地図仕様の草案作成の

支援、1998 年にキャンベラで開催された第５

回地球地図国際運営員会会合の主催、2001 年

の完全かつ仕様に準拠した 100 万分の 1 の地

球地図データの提供があります。現在、ジオ

サイエンス・オーストラリアのピーター・ホ

ランドは、地球地図国際運営委員会 (ISCGM)

の臨時副委員長を務めています。

将来的は、地球地図への支援はジオサイエ

ンス・オーストラリアと以下の機関との協力

により進められます。エアーサービス・オー

ストラリアとの世界航空図（WAC-100 万分の 1）

の修正、オーストラリア防衛軍との戦術的航

空機操縦図 (TPC- 縮尺 50 万分の 1) および作

戦航行図 (ONC –縮尺 100 万分の 1) の修正。

以前の WAC、TPC および ONC の改定は、従来

の手作業によるフィルム上での地図作成技術

で行われていました。今日、ジオサイエンス・

オーストラリアでは、縮尺 25 万分の 1 で全

土を対象とする一貫性のある「継ぎ目のない」

データ・ソースを提供する国家地形データベ

ース (NTDB) からこれらの地図を作成してい

ます。このデータベースは、作成と修正に集

中的に数年間を費やした結果、現在では全国

について平均５年以内の新しさとなっていま

す。これは無料で一般公開され、付加価値製

品がデジタル形式や紙地図の形で全国の卸売

業者ネットワークをとおして販売されていま

す。

この新しい共同作業には、ジオサイエンス・ 

オーストラリアの継ぎ目のない地理データベ

ースから縮尺 25 万分の１の地形データを抽

出する作業が含まれます。続いて前の版の地

図を参考に、さらに縮尺 100 万分の 1 で利用

するために地物にタグが付けられます。更新

された航空情報は、その後、新しいデータベ

ースに組み込まれます。修正されたデータに、

記号化や転位、注記が施され、前版と同じ見

映えの WAC 及び TPC、ONC が作成されます。

防衛航空図の作成が進行している間に、ジ

オサイエンス・オーストラリアはエアーサー

ビス・オーストラリアと共同で、2006 年末ま

でにデジタルと紙地図の両形式で 100 万分 1

の WAC シリーズの全面修正作業を行っていま

す。この地形データベースは完成後地球地図

プロジェクトに使用されます。

オーストラリアで現在行われている他の作業に

は、 最近公開された 250m 海底標高モデルと

2006 年初めにジオサイエンス ・ オーストラリアか

ら公開予定の 250 ｍ数値標高モデル (DEM) の

縮尺１００万分の１　世界航空図より抜粋

タスマニア ・ ホバート
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修正があります。 オーストラリアの多くの政府機関

も、 最終的に地球地図に取り入れられる全土の

植生や土地利用データベースに関する作業に取

り組んでいます。

また、 ジオサイエンス ・ オーストラリアは、 緊

急事態の処理、 重要基盤施設の保全や自然災

害と危険管理についての情報要求に応えるべく、

「一度の収集、 多くの利用」 の手法を用いてオ

ーストラリア空間データ基盤の品質を改善するた

めに、 州や地方政府と共同で、 最近、 多くの地

図作成プログラムを立ち上げました。 その成果は

局所的、 地域的、 国家的さらには全球的な要

求に応えることができる全国を対象とする最新の、

多縮尺データベースとなります。

国土地理院での特別研究員としての経験

カレン ・ クライン博士

ISCGM 事務局次長

　私は国土地理院における日本学術振興会

(JSPS) 特別研究員としての 6 ヶ月の研究を最近

修了しました。 ISCGM 事務局職員とともに毎日

実際に作業を行い、 事務局の運営や国土地理

院の機能について詳しく知るすばらしい機会とな

りました。

　国土地理院に在任中、 私は事務局の職員とと

もに ISCGM12( カイロ ) 会合の準備作業を行い、

文書の作成や点検を支援し、 事務局の日常業

務で職員と互いに協力しました。 JICA が主催す

カレン ・ クライン博士

る地球地図研修コースに参加する研修員と接す

ることも出来、 地球地図の経緯と全球データにつ

いて何回か講義をしました。 また、 千葉大学を

訪問し、 建石隆太郎教授の研究室の学生や職

員と会合を持ちました。 建石先生はワーキング ・

グループ４の部会長を務め、 地球地図プロジェク

トの土地被覆データ整備と検証作業の指導者で

す。

　国土地理院在任中、 カリフォルニア大学サンタ

バーバラ校時代に開発した利用者モデルの拡大

作業を行い、 利用者の所在地、 地球地図デー

タの利用目的、 および利用の妨げや促進の問題

に取り組みました。 重要な点は、 多くの利用者

は必ずしも非政府組織や政府ではない、 つまり

1992 年に開催された国連環境開発会議の成果

文書であるアジェンダ 21 第 40 章のデータに対

する要求の結果として地球地図が立ち上げられた

という事実を踏まえて予想される主な対象者では

ないということです。

　全体として、 この経験は公私ともに素晴らしいも

のでした。
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１． 概要

　PCGIAP 基盤データワーキング・グループ（WG）

2 は、 ２００５年１１月２４日及び１１月２６日にブ

ルネイ ・ ダルサラームのバンダルスリブガワンに

おいて公開ワークショップ及び理事会をそれぞ

れ開催し、 同時に第 8 回東南アジア測量会議

（SEASC） や UNGEGN など、 その他の重要な行

事も開催されました。 インドネシア･バリでの第１１

回 PCGIAP 会議決議を受けて開催された本ワー

クショップは、 本地域の自然災害に対する備えの

強化努力に資するため、 基盤データ整備に関す

る多くの取り組みを理解し、 取り組み間での協働

作業をいかに効率的に推進･実施するかを理解

するために企画されました。

２． 基盤データ整備ワークショップ

　２００４年１２月２６日の南アジア一帯に及ぶ津波

の際に証明された広範な規模の地理情報が重要

であるという共通認識をもとに、 本ワークショップ

は、 PCGIAP の最終目標であるアジア太平洋地

域の継ぎ目のないデータ整備の具体的な要求事

項を定義するために開催されました。 PCGIAP 

WG2、 地球地図、 国連第２行政界プロジェクト

（SALB） や他の地域からの報告が行われました。

ブルネイ ・ ダルサラームとインドネシアが地球地

図データ整備の取り組みについて発表しました。

全球、 地域および国ごとのさまざまなレベルでの

これらの取り組みが相互に利便性があり、 共同作

業ができることが認識されました。 また、 PCGIAP

地域測地 WG1 は、 PCGIAP WG １の特別測地

キャンペーンによる津波の影響研究に関する報

PCGIAP 基盤データワークショップ及び理事会

ピーター ・ ホランド

PCGIAP 会長

告を発表しました。 集中的な討議の後、 ワーク

ショップは、 ２件の決議 （PCGIAP、 地球地図

及び SALB 間での提携強化の要求、 及び津波

被害地域の継ぎ目のないデータ･レーヤ･パイロッ

ト ・ プロジェクトの開発 ・ 実施） を採択しました。

WG2 副部会長の中国のチェン ・ ジュン教授が進

行役を務め、 １０カ国から約４０名の代表が参加

しました。

３． 理事会

　バリにおける第１１回 PCGIAP、 ブルネイ･ダル

サラームにおける WG2 ワークショップ及びインド

における WG4 SDI コースなど、 主な行事につ

いて、 事務局及び４つのワーキング･グループ

からの報告が行われました。 また、 地球地図、

GSDI 及び SALB からの報告も発表されました。

２００６年９月１８日～２２日のタイ ・ バンコクにおけ

る第１７回 UNRCC-AP/ 第１２回 PCGIAP のテー

マ、 プログラム、 基調講演者および２００６年～

２００９年の期間の理事会役員に関しても検討され

ました。 次回の理事会は第１７回 UNRCCAP/ 第

１２回 PCGIAP の直前にバンコクで開催されます。

理事会参加者
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PCGIAP WG2( 基盤データ ) ワークショップにおける ISCGM の活動

丸山弘通

ISCGM 事務局長

私は、 ２００５年１１月２４日午後、 ブルネイ ・

ダルサラーム、 バンダルスリブガワンにおい

てに開催された PCGIAP WG2 ワークショップ

に ISCGM を代表し参加しました。 ２００４年９

月、 中国 ・ 成都で開催された PCGIAP WG

１及び WG2 共催のワークショップにおいて、

地球地図をもとにした汎アジア太平洋基盤デ

ータ整備が提案されました。 アジア太平洋デ

ータと地球地図の最も大きな違いは、 アジア

太平洋データは継ぎ目がないデータであるこ

とです。 そのため、 私は発表で、 PCGIAP 

WG ２と地球地図の協力は相互の取り組みに

とって有益であることを強調しました。 さまざ

まな視点からの７件の発表の後、 今後の方

針が検討されました。 その結果、 ２００４年

１２月に発生したインド洋津波の被災地域に

的をあてた、 アジア太平洋データに関するパ

イロット ・ スタディを行うためのタスク･フォース

を立ち上げることが合意されました。 ISCGM

は、 タスク ・ フォースに参加しました。

　本ワークショップに先立ち２４日午前中、 同

じ会場で同時に開催された幾つかのイベン

トの中心であった第８回東南アジア測量会議

(SEASC2005) において、地球地図について、

特に土地被覆データ整備の新しいスキーム

に焦点をあて発表しました。 地球地図は参

加者から好意的な評判を得ました。

　PCGIAP 理事会は２６日に開催され、 私は

ISCGM を代表しオブザーバーとして出席しま

した。 私は最近の ISCGM 活動について報

告し、 PCGIAP 参加国のうち地球地図に未

参加の１９カ国のプロジェクトへの参加につい

て、 PCGIAP に支援を要請しました。

　理事会の主な議題は２００６年にタイ ・ バン

コクで開催予定の第１７回国連アジア太平洋

地域地図会議 （UNRCCAP） の準備でした。

これに関連し、 私は UNRCCAP の一部とし

て、 大規模災害の軽減と持続可能な開発の

達成のために、 地球地図などの地理情報の

利用をとりあげるワークショップの開催を提案

しました。 この提案は理事会で承認されまし

た。

　WG2 や他の行事への参加をとおし、 地球

地図が地域の取り組みと関係が深くなり、 そ

れらとの協働により地球地図の利用や持続性

が向上すると感じました。

発表中の筆者
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地球地図整備
ケニアの経験

コンボ ・ ムウェロ

ケニア国土省次官

８ページ

地球地図とは、 私たちの理解するところでは

小縮尺で全球を整備した空間データを表します。

ケニアの地球地図は作成時に縮尺１００万分の１

で考案・編集され、 基礎的なデータに限定され、

地球地図の枠組みの核となっています。 ケニア

の地球地図への取り組みは、 以下で示すとおり

多くの面で非常に有益です。

1. 地球地図整備で得た経験は、 自然に核

となる空間データ基盤の確立のための財

産となりました。

2. ケニア測量局は、 地球地図を通して作

業時に生じるほとんどの問題に対処する

ための、 かなりの人的 ・ 資源能力を構

築することが出来ました。 また、 このプロ

ジェクトを通しての経験をナイロビ市の空

間データ基盤に応用することが出来まし

た。 現在、 作業を他の主な市の整備に

も拡大するよう計画しております。 それに

ともない、 スタッフが新しい任務を熟知す

るための研修もますます必要となっていま

す。

3. 核となるデータを扱うなかで、 新しいパラ

ダイムの必要性に応えるため、 スタッフは

地球地図に大きく触発され、 意欲的に立

ち向かってます。

4. 地球地図は意思決定を支援する道具とし

て、 また国家のプログラム作成において

非常に有用となっています。

5. 一般的に多くの機関が、 以下に例を示

すとおり、 各機関の核となる作業の計画

策定や調整のために、 組織の情報管理

システムを整備する際に、 地球地図をそ

れぞれの地理的に参照された核となるデ

ータを示すための背景図として利用して

います。

§ 携帯電話網の計画作成

§ アフリカ測地参照系 (AFREF) プ

ロジェクトの計画策定

§ 人口調査

§ 野生生物の分布と監視

§ ケニアの電話

§  調査研究

§ 地球地図はケニアのナショナル ・

アトラスの編集に広範囲に利用さ

れました。

§ 災害地図作成および災害の軽減

のための道具として利用されまし

た。 （衝突および伝染病）

§ 生態の状況

§ 森林被覆の減少の監視

問題点

地球地図のためのウェブポータルの整備はケ

ニア測量局の希望するところですが、 以下の

点で制約されています。

§ 地球地図をインターネット上で扱う

地球地図ケニア
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地球地図集団研修コース - 2005 

マラカイ ・ バカウタワレ
フィジー土地鉱物資源省 GIS 技官

9 ページ

ためには不十分かつ不安定な電力

供給、

§ 電気通信が貧弱であること、

§ ウェブマッピング能力を引き出すだ

けのインターネット接続ができない

こと、

§ データ取得および利用者への配布

の手段としての専用電子ネットワー

クの不足、

§ 貧弱な情報通信基盤。

JICA 地球地図コース研修員  

同僚の研修員と私の政府を代表し、 国土地理院

における楽しかった研修の日々に表わされた国

土地理院院長、 部長およびすべての職員の暖

かい歓迎と忘れることのできない対応にわずかば

かりの感謝の気持ちを表させてください。 私たち

が忘れることのできない貴機関における束縛のな

い経験の記憶を言葉で表わすことはできません。

私たち一人ひとりに対するあなた方のご親切や心

配りによって、 この経験が私たちが生きている限

りいつでも懐かしく思い出され、 話題になることと

なりました。

　

アフガニスタン、 アルジェリア、 ブラジル、 フィジ

ー、 ネパール、 パレスチナ、 マケドニアおよび

ウズベキスタン出身の 8 名の研修員は、 自国の

地球地図を作成するというひとつのゴールを目指

しました。 実際に私たちは地球地図整備技術を

完全に取得したと言うことができ、 予定期限であ

る 2007 年までにそれぞれの国の地球地図を完成

する自信があります。

　私たちは経験や技術を習得したばかりでなく、

新しい文化、 伝統や考え方を共有し、 生活に対

する考え方を新たにし、 広げて、 さらに各個人

の生活様式を理解することも学びました。 私たち

は、 これから出会う人々についての知識を何も持

たずに自国を離れましたが、 こちらの関係者や、

私たちが常にその一部であったつくば学園都市

の人々の暖かい心と親切に驚き、 全く後悔はし

ていません。 家族や愛する人々を残して来ました

が、 あなたがたの笑顔によって、 こちらでも容易

に友情を深めることができました。

　私は日本国政府、 JICA が本コースに参加の機

会を与えてくださったことや、 筑波国際センター

(TBIC) の所長、 次長、 課長や杉本巨さん （研

修担当者） と安嶋勝行さん （研修監理員） とい

う 2 名の勤勉な職員に感謝します。 研修旅行や

見学について、 あなたがたの素晴らしい調整と

手配は見事であると言わずにはいられません。

　地球地図コースの仲間のオバイドさん、 アミンさ

ん、 レナタさん、 ナラヤンさん、 バッシャーさん、

バシュキムさんとアリシャーさんが時間を分かち合

ってくれたことに感謝します。 このグループが最

高であることを疑う余地はありません。 私たちは、

笑い、 叫び、 遊び、 冗談を言い、 議論しました。

そして、 ともに兄弟姉妹であったように親しみをこ

めて互いに協力し、 ･･･皆さんと一緒であったこと

に改めて感謝します。

　私は、 自国政府および省が私に信頼を寄せて

下さったことに心から感謝します。 最後に、 私の

名前を提出し、 参加間際になってからの通知に

もかかわらず、 私の準備を支援して下さった私の

機関の最高経営責任者、 部長や上司に心から

感謝します。
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地球地図及び関連の会議

以下は地球地図及び関連の会合の予定です。関連の会合についての情報を歓迎します。

事務局から

l ６カ国 （ボリビア共和国 ・ １０月１３日、 モロッコ王国･１０月１４日、 アフガニスタン ・ １０月３１日、 パ

レスチナ ・ １１月８日、 モーリタニア ・ １２月２日、 シリアアラブ共和国 ・ １２月５日） が新たに地球地

図プロジェクトに参加しました。 プロジェクトの現在の参加国は１５５カ国･地域です。

l 地球地図イランが１０月２４日に公開され、 現在２１カ国の地球地図が ISCGM のホームページで入手

できます。

l 地球地図技術ノート　― 第３回：交通レイヤの構成と特徴　－    

　交通レイヤは、 地図を構成する重要なレイヤで

す。 オプション項目も出来るだけ多く取得したほ

うが、 より良いデータになります。

＜交通レイヤの構成＞

　交通レイヤは、 主に、 空港、 鉄道、 道路から

構成されます。 その他に橋、 トンネル、 フェリー

航路があります。

< 線形データ取得の注意点＞

　取得基準は、 「長さ 1km 以上のもの」 が原則

です。 それ以下のものは省略します。 ( 図 -1)

　橋 ・ トンネルを取得する場合は、 その部分の道

路を間断し、 間に割り込ませます。 道路のライン

と橋 ・ トンネルのラインは、 重複しません。 線形

ではなく、 属性で道路と橋 ・ トンネルを区別し表

現します。 ( 図 -2)

図１ 

図２
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2006 年
l5 月 25 日～ 26 日、 米国フロリダ州オーランド

　第 22 回 ISO/TC211 本会議

l8 月 29 日～ 9 月 1 日、 タイ･バンコク

　マップ･アジア 2006

l9 月 18 日～ 22 日、 タイ･バンコク

　第 17 回 UNRCC-AP

l11 月 6 日～ 10 日、 チリ･サンティアゴ

　第 9 回 GSDI 会議

l11 月 11 日、 チリ･サンティアゴ

　第 13 回 ISCGM 会合

l11 月 14 日～ 15 日、 サウジアラビア･リヤド

　第 23 回 ISO/TC211 本会議

2007 年

l7 月 15 日～ 20 日、 英国ケンブリッジ

　ケンブリッジ会議

橋とトンネルの取得基準

橋とトンネルの取得方法


